
勝
」
編
に
収
め
た

「
豊
後
日
田
釜
淵
」
と
題
し
た

作
品
を
模
写
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
い
う
。
森
山

氏
は
こ
の
絵
を
仔
細
点
検
し
、
釜
淵
の
中
州

の
岩

盤
に
小
さ
な
建
物
が
見
え
る
こ
と
に
注
目
し
、
現

地
に

は
、

こ
の
建

物

に
あ

た

る
か
と
見
ら

れ

る
建

物

の
柱
穴

が
あ

る
と
報
告

し

て

い
る
。

こ

の
景
勝

の
地

に
は
、
淡

窓

の

い
う

「
行

厨

」
、

つ
ま

り
飲

食
を
す
る
に
適
し
た
四
阿
の
よ
う
な
建
物
が
あ

つ

た

の
で
あ
ろ
う
。

な

お
、

こ

の
あ

た

り

に
は

釜
淵

の
ほ

か
猿

淵
、

鰻
淵
、
鰐
渕
な
ど
の
淵
が
あ
る
。

琴平神社（鬼城金毘羅庵 ）

ぐ
由
緒

の
あ
る
神
社
で
あ
る
。

石
井

の
地
は
古
代

の
石
井
郷
、
石
井
駅
が
置
か
れ
た
と

こ
ろ
で
、
特

に
筑

後
方

面
と

の
交

通

の
要

衝

に
も

あ

つ
た
。

こ

の
神
社
の
宝
物
と
し
て
中
広
銅
鉾

（
市
有
形
文
化

財
指
定
）
が
保
存
さ
れ
て
い
る
。

小
畑
神
社
・
護
願
寺
（
図
1
・
53
、
55
）

こ
の
地
域
で
は
石
井
神
社

の
南

に
あ
る
小
畑
神

社
、
松
尾
神
社
、
さ
ら
に
は
護
願
寺
、
上
野
の
鏡

坂
、
穴
平
観
音
な
ど
に
し
ば

し
ば
出
向

い
て
い
る
。

・

天
保

六
年

（

一
八
三

五
）

九
月

六
日
。
放
学

シ
テ
山

二
遊

フ
。

予
、
謙

石井神社

琴
平
神
社
と
普
門
寺

（
図

1
・
44
、
46
）

淡
窓
は
こ
の
釜
淵
か
ら
近
く
に
あ
る
鬼
城
金
毘

羅
宮
、
普
門
寺

に
足
を
延
ば
し
た
。
金
毘
羅
社
は

釜
淵

の
南

の
丘
陵
上
に
あ
り
、
琴
平

（
金
刀
毘
羅
）

神
社
と
し
て
今
日
も
厚
く
尊
崇
さ
れ
て
い
る
。
普

門
寺

に

つ
い
て
は
、

い
ま

は
荒

廃

し
た
庭
園

の
中

に
小
堂
が

残

っ
て

い
る
が
、

か

つ
て
は
本
尊

と
と

も
に
開
山
の
笑
巌
和
尚
の
頂
相

（
市
有
文
）
が
安

置
さ
れ
て
い
た
。
背
面
下
部

の
墨
書
に
よ
れ
ば
応

永
十
六
年
（

一
四
〇
九

）
、
和
尚

の
三
十
三
回
忌

法
要
に
際

し
て
造
立
し
た
と
記
さ
れ
る
。
そ
の
東

方
に

「
王
様

の
御
墓
」
と
称
す
る
二
基

の
塔
が
あ

っ
て
征
西
将
軍
懐
親
王
の
お
墓
だ
と
伝
え
る
。

普門寺跡

石
井
神
社

（
図
1
・
51
）

石
井
神
社
は
日
田
国
造
止
波
足
尼
命
を
祭
神
と
す
る
、
日
田
で
は
大
原
八
幡
宮
に
次

吉

及

ヒ
諸

生
数
輩

卜

隈
川

ヲ
渡

り
、

石
井

二
至
り
、
松

尾

ノ
嗣

二
賓

シ
、

ソ

レ

ヨ

リ
小
島

ノ
大
神
宮

二
謁

シ
、
護

願
寺

二
至

ル
。

来
真
詣

生

ヲ
引

イ

テ
、
此
所

二
至

ッ
テ
相
待

テ
リ
。
見
順
、
関
恵
亦
来

レ
リ
。
護
願
寺

ニ
テ
行
厨

ヲ
開
キ
、
詩
ヲ
賦

ス
。

予

力

詩

二
日

ク

。

2 5

薬
王
禅
寺
我
曾
語
。

古
褐
欲
消
猶
可
読
。

山
分
轡
臓
姿
非

一
。

日
暮
帰
来
却
個
恨
。

帰
路
、
鏡
坂
ヲ
過
キ
、

路
出
隈
川
西
叉
南
。

残
僧
錐
老
也
能
談
。

水
抱
村
嘘
派
是
三
。

廻
看
孤
髄
立
高
楠
。

森
成
策
力
建
ツ
ル
所

ノ
碑
ヲ
見
ル
。

天
保
十

一
年

（

一
八
四
〇
）

四
月

一
六
日
。
行

イ

テ
江
南

松

尾
嗣

二
謁

ス
。

同
行

ス
ル
モ
ノ
、
左

膳
、
換
度

、
範

治
、
魚
沖
。
元
登
、
仲
平
、
ソ
ノ
外
、
家
人
牌
僕
ヲ
合
シ
テ
凡
十

二
人
ナ
リ
。
余
、

仲

平
、
左

膳
、

元
登

卜
往

イ

テ
嗣

二
謁

ス
。
其

ノ
他

ハ
皆

石
井
大

明
神

ノ
嗣

二
於

テ
相
待

テ
リ
。

予
力
輩

、
帰
り
来

ツ
テ
同

シ
ク
行

厨

ヲ
開

ク
。

巳

ニ
シ
テ
家

二
帰

ツ

テ
小
酌

シ
、
叉
仲

平

力
家

二
至

リ
テ
飲

メ
リ
。
此

日
、
日
長
ウ

シ
テ
年

ノ
如

シ
。

但

シ
喧
熱

二
過

キ
タ

リ
。


